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３ 村の公共交通
４ 統計から見る東海村の状況
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地域公共交通計画の策定について
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東海村地域公共交通計画

計画期間

令和８年度から令和１２年度までの５年間

対象区域

東海村全域とする。

なお、村民の生活圏として隣接市が含まれる
ため、近隣市町村へのアクセスも想定した広域
的な区域とする。



策定までのスケジュール
【6月20日会議】
• 令和6年度公共交通の状況について
• 交通計画策定に向けて概要説明
• →本村公共交通における現状及び今後の展望について説明

【10月会議】
• 計画策定に係るワークショップ①
• →計画における将来像をイメージするため、本村公共交通の「望

ましい姿（5年後の姿）」について意見出しを行う
• 計画策定に係るワークショップ②
• →①を踏まえて、具体的な移動手段（施策：自動運転など）につい

て意見出しを行う

【1月会議】
• ワークショップを踏まえて事務局で作成した計画（案）の承認



地形・地勢

とうかいむら公共交通マップより抜粋

本村は、県都水戸市から電
車で15分の距離にあり、面積
が38.02k㎡で東西・南北共に
約8kmの円形で高低差もなく
平坦な土地という特徴がある。

また、太平洋側には原子力
関係事業所が並ぶ一方、村
の中心部にはＪＲ東海駅があ
り、駅を中心にスーパーマー
ケットやホームセンター、公共
施設や医療機関等が集約し
ている。



現在の公共交通（1/2）
鉄道

高速バス

JR常磐線が村内のほぼ中央部に運行し、特急列車も停車する。

茨城交通（株）が運行している高速バスとして「勝田・東海線」「成田空港
線」「羽田空港線」の３路線がある。

路線バス

茨城交通（株）が運行する３路線（茨城東病院線、茨城東病院・海浜公園
西口線、フローレスタ須和間・南台・緑ヶ丘循環線）があり、その他に本村が
路線バスの運行に関与していない路線が１路線（笠松線）がある。

令和４年度 令和５年度 令和６年度

乗車人数 80,099人 87,187人 86,920人

一便あたりの平均乗車人数 4.73人 5.17人 5.60人



現在の公共交通（2/2）

タクシー

デマンドタクシー「あいのりくん」

（有）サンタクシー、（有）常東タクシーの２社がある。

タクシー車両を使った事前予約制のデマンド・乗合型移動サービスです。

運行エリアは、東海村内限定で、対象者は村民です。

令和7年1月からAIによる配車が始まりました。また、予約アプリからなら

24時間受付可能となりました。

R6.12月 R7.1月 R7.2月 R7.3月 R7.4月

乗車人数 3,109人 3,208人 3,360人 4,064人 4,178人

60歳以上の
割合

70％ 65％ 67％ 66％ 66％



のるーとシステム導入後の
予約状況

若年層と比較して、
６０代以上は
電話予約が
圧倒的に多い。



のるーとシステム導入後の
アンケート

満足な点

とても満足

39.6％

満足

44.8％

不満

14.6％

とても不満

1.0％

満足度

不満な点

実施期間：R7.3.10～3.28

サンプル数：94

理由 数量

乗りたい時間に乗れる 58

村内の好きな場所で乗り降りできる 42

運賃が安い 36

電話で予約ができる 30

待ち時間が短い 23

予約がとりやすい 23

目的地に早く着く 14

アプリ操作が簡単 8

特になし 4

理由 数量

到着時間が不確実 28

目的地まで時間がかかる 13

運行時間の終了が早い 10

配車時間が不確実 6

アプリ操作が難しい 6

運行時間の開始が遅い 5

予約が面倒 4

待ち時間が長い 3

予約がとりにくい 2

運賃が高い 2

特になし 34



地域ごとの満足度
生活環境の満足度調査において、全地区において「鉄道やバス等の利便性」に対する評価点

が最も低くなっている。路線バスが運行していない石神地区、村松地区、白方地区、真崎地区の
順に評価点が低くなる傾向にある。



人口減少と少子高齢化
国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という。）が示した推計によれば、本村

の2050 年（令和32 年）の総人口は33,169 人（2020 年（令和２年）比4,722 人減）、高齢
化率は36.1％（2020 年（令和２年）比10.8 ポイント増）となります。

東海村まち・ひと・しごと創生総合戦略【第３期】2025-2029

令和７年３月策定より抜粋



高齢者人口と要支援・要介護認定者数

第９ 期東海村高齢者福祉計画・介護保険事業計画
令和６年度～令和８年度
令和６年３月策定より抜粋



運転免許保有者と免許証返納
令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

総数 26,820人 26,906人 27,199人 27,397人 27,479人

内65歳以上 6,375人 6,411人 6,498人 6,503人 6,605人

免許返納者
（65歳以上）

156人 153人 120人 153人 141人

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

申請件数 143件 144件 134件 141件 119件

高齢者（65歳以上）の運転免許証の自主返納を支援しています。

高齢者運転免許証自主返納支援事業

茨城県免許センター提供

東海村環境政策課提供



障がい者の推移

東海村障がい者プラン 東海村障害者計画
東海村障害福祉計画（第７期） 東海村障害児福祉計画（第３期）
令和６年３月策定より抜粋

障がい（身体障害者手帳所持者数）

身体障がい手帳所持者数は、令和５年度末で９７８人で横ばいの傾向にあります。
種別は、「肢体不自由」が４８．２％で最も多くなっています。

障がい（療育手帳所持者数）

療育手帳所持者数は、令和５年度末で２５３人で年々微増の傾向にあります。

障がい（精神障害者保健福祉手帳所持者数）

精神障害者保健福祉手帳所持者数は、令和５年度末で２９７人で年々微増傾向にあります。



【参考】村内で提供されている
移動支援サービス

福祉有償運送

福祉有償運送とは、高齢者や障害者等公共交通機関を使用して移動する
ことが困難な人を対象に、通院、通所、レジャー等を目的に有償で行う車両
による送迎サービスです。

令和３年度 令和４年度 令和５年度

移送サービスボランティア
「はーとろーど」

503回 619回 410回

特定非営利活動法人 まほろば 291回 193回 158回

特定非営利活動法人
たすけあいネット 民の会

0回 0回 0回

福祉有償運送実績の利用状況



【参考】村の福祉サービス

外出支援タクシー利用料金助成事業

高齢者や障がい者等が外出を支援するため、タクシーを利用したときの利
用料金の一部を助成するサービスです。

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

高齢者 66人 78人 83人 80人 176人

障がい者 73人 52人 65人 59人 102人

利用者数の推移（実人数）

※令和5年4月1日から「保険医療機関へ通院するため」としていた条件から「外出支
援全般」に対象範囲が広がりました。



通勤通学の利用交通手段

東海村都市計画マスタープラン
令和2年３月策定より抜粋

通勤・通学における交通手段の利用割合は、自家用車の約7 割に対し、地域公共交通（鉄道・
電車、バスの計）は1 割未満となっており、自家用車利用の依存の高さがうかがえます。

令和元年の１世帯あたりの車両保有率は約２台となっています。
通勤者数（15 歳以上）は約1 万7 千人で、そのうち約4 割が村内に、約6 割が村外へ通勤してい

ます。
通学者数（15 歳以上）は約2 千人で、そのうち約2 割が村内に、約8 割が村外へ通学しています。
通勤・通学による主な流入元・流出先は、ひたちなか市、日立市、水戸市となっています。



公共交通の今後の傾向
①高齢化が進行する一方で、要支援・要介護認定者数の増加は比
較的緩やかであり、自立した高齢者が増える傾向にある。
⇒公共交通への需要が高まる可能性がある。

②少子化に伴い、これまで保護者が自家用車で送迎していた通学の
スタイルが変化する可能性がある。

⇒保護者の負担増加面から、公共交通への需要が高まる可能性が
ある。

③少子化及び生産年齢人口の減少に伴い、通学・通勤者が減少し、
公共交通の利用が減る可能性がある。しかし、村外への移動ニーズ
は依然として存在する。

④自家用車利用率が高く、保有者も多い状況の中で、高齢者の免許
返納が進まず、高齢者による交通事故の増加が懸念される。



次回【10月会議】に向けて

村の状況を踏まえて・・・

• 計画策定に係るワークショップ①

• →計画における将来像をイメージするため、
本村公共交通の「望ましい姿（5年後の姿）」
について意見出しを行う

• 計画策定に係るワークショップ②

• →①を踏まえて、具体的な移動手段（施策：
自動運転など）について意見出しを行う



【参考】茨城県内事例（自動運転等）
①日立市（ひたちBRT）

・ 国内初の中型バスによるレベル4自動運転の営業運行を2025年2月3日から開始しています。
・ ひたちBRTの専用道路区間（南部図書館停留所～河原子BRT停留所）で自動運転走行が行われています。
・ 当面の間は運転席に乗務員が乗車していますが、将来的には乗務員のいない無人での営業運行を目指

しています（2026年度中）。
・ 「ひたち無人自動運転プロジェクト」という専用ウェブサイトも開設されており、取り組みの詳細を確認できま

す。

② 常陸太田市
・ レベル4対応の自動運転EVバス「Navya EVO」が、2025年2月18日より世界初となる2台体制での定常運行

を開始しました。
・市役所、駅、東部地区を周遊するルートで運行しており、無料で利用できます。
・ 運行はレベル2ですが、将来的にはレベル4（特定の条件下でドライバーが不要）の実現を目指しています。
・ 「じょうづるさんナビ」というアプリで、バスのリアルタイムな位置情報や混雑状況も確認できます。

③ 境町
・ 自治体として国内で初めて公道での自動運転バスの定時運行を実現しました。
・ 現在はレベル2の自動運転で運行しており、オペレーターが添乗して運転を支援しています。
・ 「道の駅さかい」から「猿島コミュニティセンター」までのルートで運行しています。

④ 常総市（Honda × 常総市「AIまちづくり」）
・ 自動走行技術の実証実験が行われています。
・ 設定した目的地まで自動走行で移動し、走行中に停止位置を指示することで任意の場所に立ち寄ることも

可能な乗車体験が予定されています。







【参考】公共交通の事例集

国土交通省 公共交通政策

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/index.html

地域交通 ポータルサイト 施策事例を調べる

https://mobility-update.mlit.go.jp/case/measure/


